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〒080-0014 北海道帯広市西4条南13丁目1番地 
電話：   0155-22-7890 

令和４年８月２１日（日） 
 

会場 とかちプラザ 特別会議室・講習会室 
 

 

 

大会日程 
◯エクスカーション 

 
9:00 帯広駅北口集合 

       9:15～ 9:35  光南水辺の学校 

              9:50～10:10 十勝川相生中島上流 

       10:40～11:05 千代田新水路 魚道観察室ととろーど 

       11:10～11:30 千代田管理棟 

12:00  とかちプラザ 着 

 

◯研究大会プログラム 
  12:00 受付～     特別会議室にお越しください  

 12:40 Zoom接続開始・接続確認 

13:00  日本河川教育学会 総会 ・特別会議室 

13:30  開会挨拶（河川教育学会会長：金沢緑）・特別会議室 

13:40【第１分科会】 

（「河川教育と学習指導要領」・鳴川先生提案）・特別会議室 

14:30 ポスター発表・講習会室  

15:20 休憩 

15:30【第２分科会】（研究発表１５分発表 質疑５分）・特別会議室 

    【第３分科会】（研究発表１５分発表 質疑５分）・講習会室 

17:00 閉会宣言・特別会議室 

 終了 

 
◎Zoom(1) 総会・第１分科会・第２分科会・閉会宣言 に参加する。 

us06web.zoom.us/j/2347499238?pwd=b3gyeHdRWnpSVUUrenJOSXNjbE9jdz09 

ミーティングID: 234 749 9238 

パスコード: houhou21 

 

◎Zoom(2) ポスター発表・第３分科会 に参加する 
us06web.zoom.us/j/87236439310 

ミーティングID: 872 3643 9310  パスコードはありません 

 

★参加の場合、上記https:// から始まるURL等にてご参加ください 



《総会・第１/第２分科会会場》   特別会議室 

《ポスター・第３分科会会場》   講習室４０３ 

とかちプラザ 会場図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



研究発表 ・第１分科会 (13:40-14:30) 特別会議室

座長 吉冨 友恭  Web 渡里 司 

「河川教育と学習指導要領」 

鳴川 哲也 

ポスター発表 (13:40-14:30) 講習会室

座長 境  智洋  Web 渡里 司 

① 天羽 淳（国土交通省 北海道開発局 帯広開発建設部）

◯ 地域と連携した川づくり

② 後藤彰吾（東京学芸大学大学院 教育学研究科）・吉冨友恭（東京学芸大学・環境教育

研究センター）

◯ 小学校理科「流れる水の働き」における単元開発に関する基礎研究 －河川の「恵み」

と「災い」の視点に着目して－

③ 佐藤宏太朗（川口市立中居小学校）・吉冨友恭（東京学芸大学・環境教育研究センター）

◯ 小学校における河川教育の実践の継続に関する要因の分析〜実践継続者への聞

き取り調査をもとに～

④ 宍戸文絵（帯広市立豊成小学校）

◯ 機関庫の川から学ぶ自分達の生活と自然環境とのつながり

⑤ 吉田安理沙（東京学芸大学大学院 教育学研究科）・吉冨友恭（東京学芸大学・環境教

育研究センター）

◯ 水の流れに着目した児童の描画分析による河川の捉え方の実態把握

休憩 １５：２０－１５：３０ 

※下線のある発表者は，クリックするとPDF内リンクで発表資料にジャンプします。



研究発表 ・第２分科会 (15:30-16:50) 特別会議室 
 

座長 荻原  彰  Web 山中 謙司  発表 15 分 質疑５分 

 
① 小原 広士（北海道教育大学附属旭川小学校）・山中謙司（北海道教育大学） 
◯ 川を生かしたまちづくりについての探究活動 

 
② 三田直子（三次市塩町中学校） 
 ◯ 河川教育がもたらす教育的効果について 
 
③ 藤江浩子（福山市立大津野小学校）・金沢緑（前関西福祉大学大学院） 
◯ 河川・水に関連する教科内容に アクティビティを加えた学習の提案 

 
④ 前田昌志（三重大学教育学部附属小学校）・荻原彰（京都橘大学） 
◯ 流域治水の視点から河川防災について探究する授業 ～第５学年理科「流れる

水の働き」より～ 
 

研究発表 ・第３分科会 (15:30-16:50) 講習会室 
 

座長 神永 典郎   Web 渡里 司  発表 15 分 質疑５分 

 
⑤ 橘 淳治（神戸学院大学） 
◯ 都市型ダムにおける水質浄化機構 

 
⑥ 西田清人（津田学園小学校）・荻原彰（京都橘大学） 
 ◯ 学年間での系統性をもった自然教育カリキュラムの作成 
 
⑦ 畑島英史（対馬市立仁田小学校） 
 ◯ 長崎県対馬市仁田川における河川教育の実践 
 
⑧ 室瀬秋宏（十勝川中流部市民協働会議）・鏡 坦（十勝川中流部市民協働会議） 
 ◯ 高校生と連携した河川における活動 
 
 
 

終了 16:50 



国土交通省
北海道開発局
帯広開発建設部

一般市民
河川協団体
観光事業者など

行政 地域

保育園、小中学校
高校、大学

教育機関

・土木技術に関する授業や実習への支援
・キャリア教育に関する支援
・研究、学習活動に関する支援、など

帯広農業高校との継続的な
魚類調査（湿地環境創出）

帯広工業高校の再樹林化対
策（播種：草地環境創出）

伐採区域における河川協力
団体とのﾐﾃｨｹﾞｰｼｮﾝ（移植）

河川協力団体による水辺の
楽校活動への支援（植樹）

観光事業者と団体による資
金調達⇒環境教育への還元

小中学校の自然観察会と教
師へのRAC資格支援

国土交通省 北海道開発局 帯広開発建設部 治水課

・自然環境を保全・復元・利活用していく
・住民、市民団体と協働による川づくり
・治水、環境を川づくりを通して次世代へ継承
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河川学習がもたらす教育的効果について

― 総合的な学習の時間 「Shiomachi River Learning
～たゆるなき馬洗の流れ～」の学習を通して ―

三次市立塩町中学校 三田直子

三次市立甲奴中学校 佐伯貴昭

＜発表の流れ＞

１ はじめに

２ 課題

３ 研究内容

４ 結果

５ 考察
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１ はじめに

はじめに 課題 研究内容 結果 考察

三次市ホームページより

はじめに 課題 研究内容 結果 考察

三次市ホームページより
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はじめに 課題 研究内容 結果 考察

はじめに 課題 研究内容 結果 考察

２ 課題
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はじめに 課題 研究内容 結果 考察

河川教育がもたらす教育的効果について

－総合的な学習の時間「Shiomachi River Learning
～たゆるなき馬洗の流れ～」の学習を通してー

はじめに 課題 研究内容 結果 考察

３ 研究内容

１学年「ユニバーサルな避難所を考えよう！」（全32時間）

〇総合的な学習の時間「Shiomachi River Learning」
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はじめに 課題 研究内容 結果 考察

はじめに 課題 研究内容 結果 考察

２学年「テーマ別探究学習」（全3４時間）

〇総合的な学習の時間「Shiomachi River Learning」

学習テーマ（例）
・「三次の水害から暮らしを守る」
・「江の川の絶滅危惧種について」
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はじめに 課題 研究内容 結果 考察

３学年「調査・研究」（全3７時間）

〇総合的な学習の時間「Shiomachi River Learning」

学習テーマ（例）
・「三次市十日市地区における土砂災害危険箇所の状況」
・「飲料水と死亡率の関係性－日本とアフリカを比較して－」

教科

４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

２年

３年

河川・水教育に関わる単元と内容 社会

１年

「日本の地域的特色」
●日本全体で学習する

・川がつくる地形と海岸や海洋の特色

・日本の気候

・日本の様々な自然災害・備え

（地図を読み取る技能・産業の発展に河川が必要不
可欠であるという概念・日本の地理的条件の理解・自然

災害が発生しやすい地理的条件の理解）

「現代社会と文化」

・情報化が進む現

代⇒AIを減災に活

用している事例

（【知識】減災に向

けて実社会の動き）

「これからの人
権」
・環境権

（【知識】水質汚染
による環境悪化⇒
環境権の保障）

「社会資本の役割と環
境への取り組み」
・循環型社会

（【知識】循環型社会

にむけて社会資本や

法の整備）

「国際社会」
・地球規模で広がる環境問題

・資源・エネルギー問題

・国際社会のより良い発展

【知識】

・地球環境問題（温暖化・砂漠化・森林減少・大気汚
染・酸性雨・海洋汚染・生態系の変化）

・環境問題をめぐる世界の動き

・資源の枯渇・水資源を活用した発電

・SDGｓ

【思考・判断・表現力】【主体的に学ぶ態度】

・国際社会にある問題について，調べ，自分の考えを

書く。新たな課題の発見。等

「日本の諸地域」
●日本を７つの地方に分けて学習

・各地方の川の場所・河川の名前（地図の読み取り）（白地図に書き込む）

・（関東地方・東北地方中心に）扇状地で果樹栽培が盛んであること

・（九州地方・関東地方中心に）都市での水害・洪水が多いこと

・（九州地方・北海道地方中心に）農業と河川について：稲作が盛んな地域

・（近畿地方を中心に）琵琶湖の水が支える人々の生活

・自然災害（洪水・水害・津波・火山等）に対する備え

（地図を読み取る技能・産業の発展に河川が必要不可欠であるという概念・日本の地理的条件の理解・自然災害が発生しやすい地理

的条件の理解，水と産業の関連の理解，水と生活の関連の理解）

「江戸時代」

・三都の発達
水都：大阪の形成

・水運業の活性化

（河川・海を生かした

産業発達の歴史）

「世界の姿」
・地球は「水の惑
星」
・海洋と陸地の割
合が7：3
「日本の姿」
・海の資源
・排他的経済水
域

（海の基礎的知
識）

「世界のさまざまな地域」
●世界を環境・気候と生活の視点から学習

・雨温図の読み取り方

・熱帯：スコール・風通しのよい衣食住・熱帯雨林と

水田

・乾燥帯：水を得ることが困難である・オアシス・少な

い水で栽培をする工夫

・冷帯・寒帯：永久凍土・水道管の工夫

・高山地帯：標高と気温
（雨温図を読み取る技能・世界各地の生活と水（降
水量）の関係や概念）

「世界のさまざまな地域」
●世界を6つの州に分けて学習

・６つの各州の主な川の場所・河川の名前（地図の読み取り）（白地図に書き込む）

・各州の気候と農業の発達

・東南アジアの学習：かんがい設備，水上マーケット，マングローブ，インドネシアの養殖池でのえびの生産など水と産業について

・ヨーロッパ州：国際河川について，水運，フィヨルド，アルプス山脈と川（急な流れ），地中海と観光業，「水の都」ベネツィアが沈む？

・アフリカ州：砂漠化が進む（水の確保をどうするか），サヘルの緑化への挑戦，上下水道の整備

・北アメリカ州：五大湖・ミシシッピ川を生かした産業の発展
・南アメリカ州：アマゾン川の開発と環境保全

（地図を読み取る技能・生活の基盤となる水という概念の習得・産業の発展に河川が必要不可欠であるという概念・水と産業の関連の理解・川と開発・環境保全

の両立についてSDGｓの視点から考える）

「世界の文明」
・世界の四大文明

について

・ナイル川の氾濫の

歴史

（文明の発達には

川が関連していると

いう概念の習得）

はじめに 課題 研究内容 結果 考察

〇「河川・水」を軸に教育課程や教材を捉えなおす

単元：江戸時代…三都の発達
【知識】河川・海を生かした

産業発達の歴史

「単元名」
【知識】

【思・判・表】
【主体的に学ぶ態度】
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はじめに 課題 研究内容 結果 考察

実際の授業の様子 －２学年「テーマ別探究学習」－

はじめに 課題 研究内容 結果 考察
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はじめに 課題 研究内容 結果 考察

実際の授業の様子 －３学年「調査・研究」－

学習テーマ
・「三次市十日市地区における土砂災害危険箇所の状況」

これまでの学習や日常生活などから
疑問をもち，課題を発見しています。

はじめに 課題 研究内容 結果 考察

課題に対して，仮説
を立て，調査を進め
ていきます。
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はじめに 課題 研究内容 結果 考察

調査を進め，情報を整理・分析し，新たな疑問を持ちます。

はじめに 課題 研究内容 結果 考察

地図や航空写真，ハザードパップ用いて調べることはもちろん，実際に
自分の目で確かめています。
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はじめに 課題 研究内容 結果 考察

最後に，新たな課題を
見つけています。

はじめに 課題 研究内容 結果 考察

４ 結果

領域 質問項目 肯定的評価
（Ｒ3年７月）

肯定的評価
（Ｒ４年３月）

課題
設定

授業では、解決しようとする課題について「なぜだろ
う」、「やってみたい」と思います。

66.3％ 71.3％

情報の
収集

授業では、課題を解決するために進んで、資料を集めた
り取材をしたりしています。

46.1％ 47.8％

整理
・
分析

授業では、調べたことなどを、図、グラフ、表などにま
とめています。

67.3％ 70.0％

授業では、情報を、比べたり（比較）、仲間分けしたり
（分類）、関係を見付けた関係付け）して、何が分かる
のかを考えています。

72.3％ 73.5％

まとめ・
創造・表現

授業では、自分の考えとその理由を明らかにして、相手
にわかりやすく伝わるように発表を工夫しています。 65.5％ 70.8％
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はじめに 課題 研究内容 結果 考察

５ 考察 （１）生徒の変容

令和４年３月全校生徒対象アンケートの一部

「学校の授業で学び、新しく見つけた課題を解決しようとする時、さら
に疑問や課題を見つけることがある。」

→肯定的評価：80.7％

課題発見力の育成

はじめに 課題 研究内容 結果 考察

５ 考察 （２）教職員の変容
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はじめに 課題 研究内容 結果 考察

＜１学年＞「知る」「体感する」

【水防災：現在の河川をもとに】

＜２学年＞「関連付ける」

【防災と生活との関わり・

河との共生：過去から現在へ】

＜３学年＞「探究する」

【「河川・水」と私、

未来への提言：現在から未来へ】

時
間
軸
で
系
統
性

ご清聴ありがとうございました
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TACHIBANA,Junji

1日本河川教育学会十勝大会

都市型ダムの水質浄化機構に関する体験型研修
－日本最古のダムである狭山池ダムの水質浄化

の可視化教材化ー

神戸学院大学 共通教育(生物）

橘 淳治

TACHIBANA,Junji

2日本河川教育学会十勝大会

1．はじめに

• 大阪は水の都と言われるように運河を含
む河川が多く，環境教育・地域教育の場
としての河川が身近な教材となる。

• 大阪南部に日本最古のダムである「狭山
池」があり，そこには汚濁の進行した都
市河川が流入しているが，ダム内の水質
は比較的良好に保たれている。この都市
型ダムの浄化能の解明，および浄化を可
視化した教材開発と実践を行った。

2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構
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TACHIBANA,Junji

3日本河川教育学会十勝大会

狭山池ダム

2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構

TACHIBANA,Junji

4日本河川教育学会十勝大会

２．採水地点

• 狭山池ダムに流入する２本の都市河川
（西除川，三津屋川）に各２ヶ所の採水
地点（Sta.1～Sta.4）を，狭山池ダムに
３ヶ所の採水地点（Sta.5～Sta.7）を，
狭山池ダムに地下水路でつながる狭山池
付属池（副池）に２ヶ所の採水地点
（Sta.8，Sta.9）を，さらに，狭山池ダ
ムからの流出河川に２ヶ所の採水地点
（Sta.10，Sta.11）の合計11ヶ所の採水
地点を設定した（図１）。

2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構
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TACHIBANA,Junji

5日本河川教育学会十勝大会

狭山池ダム

2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構

• 流入河川（Sta.1～Sta.4）

• ダム湖内・付属池内

（Sta.5～Sta.9）

• 流出河川（Sta.10，Sta.11）

TACHIBANA,Junji

6日本河川教育学会十勝大会

採水

• 採水は，ロープをつけたポリバケツにて
採水し，試水は速やかに実験室に持ち帰
り，試水の一部は，Whatmanグラスファイ
バーフィルター（GF/F）でろ過し，ろ液
とろ紙，および有機物分析用の未ろ過水
は-20℃にて冷凍保存した。

2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構
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TACHIBANA,Junji

7日本河川教育学会十勝大会

分析方法（栄養塩類）

• アンモニア態窒素は，Sagi (1966)のイン
ドフェノール法，亜硝酸態窒素は
Bendshneider and Robinson (1952)のナ
フチルエチレンジアミン法，硝酸態窒素
はWoodら(1967)のカドミウム－銅カラム
還元法，リン酸態リンはMurphy, J. and 
J.P. Riley (1962)のアスコルビン酸還元
法にて比色分析をした。

2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構

TACHIBANA,Junji

8日本河川教育学会十勝大会

分析方法（有機物）

• 全窒素は窒素，燐等水質目標検討会
(1982)のアルカリ性ペルオキソ二硫酸カ
リウム分解－硫酸ヒドラジン法，全リン
はMenzel and Corwin (1965)のペルオキ
ソ二硫酸カリウム分解法にて分析をした。

• CODはJIS の酸性過マンガン酸カリウム法で，
クロロフィルはSCOR/UNESCO (1966)の方法で，
AGP試験は日本水質汚濁研究会(1982)の方
法で行った。

2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構
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TACHIBANA,Junji

9日本河川教育学会十勝大会

3．結果と考察

• 精密化学分析は2021年には5月，7月，9月，
12月の4回に実施した。

• 各回共にダム上流（流入河川）では栄養
塩類，有機物共に現存量は高かったが，
都市型ダム（ダム湖内）ではこれらが低
下が認められた。ダム下流（流出河川）
では再び増加していた。

2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構

TACHIBANA,Junji

10日本河川教育学会十勝大会 2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構

表 2021年5月8日の狭山池ダム周辺水域水質分析結果

Ammonia Nitrite Nitrate Phosphate COD Total N Total P Chlorophyll
（μmol/L） （μmol/L） （μmol/L） （μmol/L） (ppm) （μmol/L） （μmol/L） （μg-chl.a/L）

地点① 15.2 5.23 11.2 10.3 26.5 312 23.1 2.9
地点② 17.9 4.20 10.5 9.55 23.5 336 20.5 3.1
地点③ 21.5 7.35 14.2 9.2 30.2 260 25.9 2.1
地点④ 23.1 8.86 12.3 8.95 24.3 288 19.8 2
地点⑤ 6.9 3.21 7.2 3.25 6.5 92 9.5 8.9
地点⑥ 5.4 3.10 6.3 3.52 5.4 96 8.2 6.8
地点⑦ 4.3 2.52 5.8 3.05 5.8 84 7 7.8
地点⑧ 4.2 1.85 3.5 2.1 3.6 60 5.2 6.8
地点⑨ 4.8 1.60 3.1 1.58 4.1 56 6.1 5.7
地点⑩ 8.4 2.65 4.9 2.6 6.4 104 11.2 4.6
地点⑪ 9.5 3.80 6.2 3.82 8.4 136 14.2 3.9

上流河川

ダム湖内

下流河川
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11日本河川教育学会十勝大会

表 2021年7月26日の狭山池ダム周辺水域水質分析結果

2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構

Ammonia Nitrite Nitrate Phosphate COD Total N Total P Chlorophyll
（μmol/L） （μmol/L） （μmol/L） （μmol/L） (ppm) （μmol/L） （μmol/L） （μg-chl.a/L）

地点① 26.3 9.85 15.6 18 30 448 35.1 3.5
地点② 22.7 10.20 16.2 21.1 32.5 500 38.2 3.8
地点③ 31.5 8.95 12.1 8.56 21 292 18.5 1.9
地点④ 32.0 9.54 10.6 8.35 24 328 21 2.4
地点⑤ 7.5 5.21 6.5 2.15 12.5 76 11.2 15.2
地点⑥ 5.2 2.45 4.6 1.95 15.1 88 13.5 19.7
地点⑦ 6.1 2.55 5.0 1.55 16.5 104 12.4 18.8
地点⑧ 3.2 1.05 2.4 1.25 6.5 52 6.2 10.3
地点⑨ 2.1 1.20 2.1 1.55 7.2 56 4.8 13.1
地点⑩ 15.2 6.45 5.5 4.55 9.5 168 15.3 6.2
地点⑪ 14.1 5.15 6.1 3.65 11.5 224 16.1 4.8

上流河川

ダム湖内

下流河川

TACHIBANA,Junji

12日本河川教育学会十勝大会

表 2021年10月9日の狭山池ダム周辺水域水質分析結果

Ammonia Nitrite Nitrate Phosphate COD Total N Total P Chlorophyll
（μmol/L） （μmol/L） （μmol/L） （μmol/L） (ppm) （μmol/L） （μmol/L） （μg-chl.a/L）

地点① 32.5 12.20 21.5 25.5 28.5 580 48.5 4.2
地点② 36.2 11.80 24.2 19.3 32.5 520 52.5 4
地点③ 18.3 9.25 10.6 12.5 25.2 260 22.5 2.2
地点④ 21.6 7.56 13.2 12.8 19.5 300 21.5 2.2
地点⑤ 5.1 3.21 5.3 2.65 15.5 84 8.9 13.5
地点⑥ 4.2 3.15 3.8 2.45 11.5 72 9.2 16.2
地点⑦ 3.8 2.15 4.3 2.55 13.5 84 10.6 11.5
地点⑧ 2.6 1.10 2.2 1.05 7.5 60 5 6.3
地点⑨ 2.1 1.05 2.3 0.92 5.5 64 4.5 4.5
地点⑩ 16.1 6.58 6.2 3.58 12.5 124 16.2 3.8
地点⑪ 19.2 7.12 4.8 5.65 13 116 15.5 2.9

上流河川

ダム湖内

下流河川

2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構
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13日本河川教育学会十勝大会

表 2021年12月17日の狭山池ダム周辺水域水質分析結果

Ammonia Nitrite Nitrate Phosphate COD Total N Total P Chlorophyll
（μmol/L） （μmol/L） （μmol/L） （μmol/L） (ppm) （μmol/L） （μmol/L） （μg-chl.a/L）

地点① 8.5 5.25 11.5 8.36 18.5 128 12.5 1.2
地点② 7.6 4.95 12.1 8.25 19.5 140 10.8 1.8
地点③ 11.2 6.58 15.4 6.54 15.2 144 13.2 1.5
地点④ 10.5 6.24 16.6 6.48 14.8 164 12.4 1.5
地点⑤ 3.5 2.25 6.3 2.89 8.5 64 6.5 4.2
地点⑥ 3.8 2.15 6.5 3.58 8.2 64 6 3.4
地点⑦ 3.4 2.35 5.2 3.67 8.3 68 6.2 3.6
地点⑧ 2.2 0.95 2.2 2.16 6.7 36 4.4 2.2
地点⑨ 1.9 0.95 2.3 1.41 6.1 44 3.8 2.2
地点⑩ 8.2 3.55 5.3 5.21 10.3 88 15.7 1.5
地点⑪ 7.6 4.25 5.4 5.47 9.9 72 13.4 1.4

上流河川

ダム湖内

下流河川

2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構

TACHIBANA,Junji

14日本河川教育学会十勝大会

表 2021年のダム周辺水域の水質の平均値(まとめ)

2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構

Ammonia Nitrite Nitrate Phosphate COD Total N Total P Chlorophyll
（μmol/L） （μmol/L） （μmol/L） （μmol/L） (ppm) （μmol/L） （μmol/L） （μg-chl.a/L）

2021年5月8日
流入河川 19.4 6.4 12.1 9.5 26.1 299 22.3 2.5
ダム湖内 5.1 2.5 5.2 2.7 5.1 78 7.2 7.2
流出河川 9.0 3.2 5.6 3.2 7.4 120 12.7 4.3

2021年7月26日
流入河川 28.1 9.6 13.6 14.0 26.9 392 28.2 2.9
ダム湖内 4.8 2.5 4.1 1.7 11.6 75 9.6 15.4
流出河川 14.7 5.8 5.8 4.1 10.5 196 15.7 5.5

2021年10月9日
流入河川 27.2 10.2 17.4 17.5 26.4 415 36.3 3.2
ダム湖内 3.6 2.1 3.6 1.9 10.7 73 7.6 10.4
流出河川 17.7 6.9 5.5 4.6 12.8 120 15.9 3.4

2021年12月17日
流入河川 9.5 5.8 13.9 7.4 17.0 144 12.2 1.5
ダム湖内 3.0 1.7 4.5 2.7 7.6 55 5.4 3.1
流出河川 7.9 3.9 5.4 5.3 10.1 80 14.6 1.5

7



TACHIBANA,Junji

15日本河川教育学会十勝大会

• 4回の調査において，ダム流入河川，ダム
湖内，ダム下流河川での水質の平均値を
まとめた。

• 季節に関わらずダム湖内では浄化が働い
ていることが分かった。

2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構

TACHIBANA,Junji

16日本河川教育学会十勝大会

ダム上流河川に対するダム湖内，下流での割合

• ダム湖内での浄化能を推定するために，
流入河川の各成分の現存量に対するダム
湖内およびダム下流河川のこれらの割合
を計算した。

2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構
8



TACHIBANA,Junji

17日本河川教育学会十勝大会

表 ダム上流河川に対するダム湖内，下流での割合

Ammonia Nitrite Nitrate Phosphate COD Total N Total P Chlorophyll

2021年5月8日
ダム湖内 26 38 43 28 19 26 32 285
流出河川 46 50 46 34 28 40 57 168

2021年7月26日
ダム湖内 17 26 30 12 43 19 34 532
流出河川 52 60 43 29 39 50 56 190

2021年10月9日
ダム湖内 13 21 21 11 40 18 21 330
流出河川 65 67 32 26 48 29 44 106

2021年12月17日
ダム湖内 31 30 32 37 44 38 44 208
流出河川 84 68 38 72 59 56 119 97

Values　express as　％

2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構

TACHIBANA,Junji

18日本河川教育学会十勝大会

• ダム湖内では，栄養塩類のアンモニア態
窒素，亜硝酸態窒素，硝酸態窒素，リン
酸態リン，有機汚濁物質のCOD，全窒素，
全リンは流入河川の2～3割程度に減少し，
代わって植物量は3倍程度に増加していた。

• これらのことから，植物による栄養塩類
の取込み，微生物による酸化分解などに
より，都市型ダムは汚濁河川水の浄化に
貢献していると考えられる。

2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構
9



TACHIBANA,Junji

19日本河川教育学会十勝大会

4．教材化

• 都市型ダムの水質浄化能など，河川学
習の教材化においてネックとなるのは，
学校において化学分析の実施が困難であ
ることが挙げられる。

• そこで，比較的簡単な化学分析や生物
検定を利用した教材づくりを行い，実施
した。

2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構

TACHIBANA,Junji

20日本河川教育学会十勝大会

教材化の具体例

• 野外実習で採水した試水を小型の容器
に入れて地図上に配置し，亜硝酸態窒素
の分析試薬を入れて発色させると，汚濁
や浄化の実態が視覚的に判断できる。

• AGP試験の応用で，ろ過した試水を小型容
器に入れ，そこにChlorellaなどの単一藻
類を接種して１～２週間程度明るい場所
に置いて増殖させ，その増殖の程度から
も汚濁や浄化が判断できる。

2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構
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21日本河川教育学会十勝大会

図 視覚化した亜硝酸態窒素とAGP試験

2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構

TACHIBANA,Junji

22日本河川教育学会十勝大会 2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構
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23日本河川教育学会十勝大会 2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構

TACHIBANA,Junji

24日本河川教育学会十勝大会 2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構
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25日本河川教育学会十勝大会 2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構

TACHIBANA,Junji

26日本河川教育学会十勝大会 2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構
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27日本河川教育学会十勝大会 2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構

TACHIBANA,Junji

28日本河川教育学会十勝大会 2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構
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29日本河川教育学会十勝大会

視覚化教材の有効性

• 野外における簡易水質検査と併行して
行うほか，野外実習が困難な地域の学校
における河川教育教材としても有効であ
ると考える。

2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構

TACHIBANA,Junji

30日本河川教育学会十勝大会
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2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構
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31日本河川教育学会十勝大会

• ご清聴ありがとうございました。

2022/9/27都市型ダムの水質浄化機構
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高校生と連携した河川における活動

鏡 坦、室瀬秋宏
（十勝川中流部市民協働会議）

令和4年度
日本河川教育学会 第2回全国大会

日本河川教育学会研究発表会
令和4年8月21日

高校生と連携した河川における活動経過及び活動場所

帯広市

十勝川

北海道

十勝

札内川

売買川

高校名
（北海道立）

学年 主な活動内容

帯広工業高校・環境土木科
（生徒数各学年40名）

※授業の一環として実施

1学年
自然再生事業（国交省）
に伴う地形変化測量

2学年

①河畔林伐採跡地における
再樹林化防止のための播種
②冬期間のタンチョウ給餌
場設置

3学年
①防災学習
（アイヌ文化学習含む）
②流量観測

帯広農業高校・農業クラブ
（参加生徒数10名～40名）

※課外活動として実施
1～3学年

（希望者）

人工湿地における
魚類モニタリング
（アイヌ文化学習含む）

平成25年（2013年）～令和4年（2022年）まで10年間継続中

1



帯広工業高校1学年：札内川（十勝川の支流）における地形変化を確認する測量

時期 主な活動内容

座学（5月～6月） 札内川ダム放流（自然再生事業）と測量について

放流前測量（6月下旬） 6月下旬に行われる札内川ダムフラッシュ放流*前の測量

放流後測量（8月～9月） 札内川ダムフラッシュ放流後及び夏期出水後の測量

座学（11月） 放流前後の測量結果説明

札内川ダムフラッシュ放流*:札内川ダム完成後、大規模な氾濫の減少に伴って河川内の樹林面積が増加し砂礫地
が減少したため、砂礫地の維持及び拡大等を目的として人工的に小規模な洪水を発生させる取り組み。平成24年
（2014年）から平成28年、29年を除き毎年実施。

札内川ダム 測量実習状況

2



帯広工業高校2学年：河畔林伐採後の再樹林化防止を目的とした在来種播種と
モニタリング、タンチョウ給餌場の設置

時期 主な活動内容

6月
前年度伐採箇所における在来種（クサヨシ）播種
※2022年からは札内川下流ワンドでの魚類調査を開始

9月 在来種（クサヨシ）播種後のモニタリング及びヤナギ類(*1)幼木除去

10月～11月 十勝川中流域（十勝川温泉周辺）で越冬するタンチョウの給餌場(*2)設置

在来種（クサヨシ）播種状況

ヤナギ類(*1):十勝地方平野部にはオノエヤナギ、エゾノキヌヤナギ等10種類のヤナギ類が生育

タンチョウ給餌場設置(*2):タンチョウは一時絶滅したと考えられていたが、1952年に釧路湿原で33羽の生息
が確認され、2021年には約1800羽まで増加。十勝地方では1980年代から繁殖が確認されるようになり、2022
年には約100つがいが生息し、十勝川温泉周辺でも3つがい繁殖、20個体前後が通年生息。しかし、冬期間は
釧路地方の給餌場に集中していることから、絶滅リスク回避（感染症まん延による大量死等）のため越冬地
分散事業を環境省が実施。この取組に十勝川中流部市民協働会議が協力し、2008年から毎年給餌場を設置。

給餌場設置状況

十勝地方各地で見られるようになったタンチョウ

十勝川大橋上流左岸 高校生によるデザイン
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高校生と連携した在来種播種とヤナギ除去

クサヨシ播種

ヤナギ幼木処理

十勝川大橋上流左岸
高校生と連携した在来種播種・ヤナギ処理後の状況

令和3年6月24日
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帯広工業高校3学年：防災学習と流量観測

時期 主な活動内容

6月（座学） 十勝川水系における防災について

8月（実習） 売買川（ウリカリ川：十勝川支流札内川支流）での流量観測及び計算

11月（座学） アイヌ文化自然観から学ぶ地域防災について

授業風景

アイヌ民族講師による授業

売買（ウリカリ）川での実習

2022年7月26日 全国高等学校土木教育研究会より表彰
（帯広工業高校環境土木科 岡本博 教諭）
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R03,7.28撮影

⼗勝川相⽣中島地区上流湿地
（管理⾯積＝約4.1ha）

※⽔域⾯積は撮影時約1.8ha

帯広市

ココ！

北海道

十勝

帯広農業高校：人工湿地における魚類モニタリング

湿地形成経緯：平成23年度に開催された「十勝川川づくりワークショップ（北海道開発局主催）に
おいて、洪水対策の一環として樹木伐採後に再樹林化しないよう掘削が行われた区域が湿地となる。

十勝川相生中島上流 帯広農業高校生との魚類調査

○内容
魚類調査：平成26年度の秋期から継続して調査が行われており、水域の異なる環境ごと

に数か所調査区画を設置し、区画内のすべての魚類を採捕する調査を実施。

調査結果を基に湿地全体の生息数の推定値を算出して経年的にデータを比較。

○実施状況

約18,805 ｇ

約32,240 ｇ
約22,899 ｇ

約7,928 ｇ 約3,013 ｇ
約11,069 ｇ

約56,912 ｇ 約60,649 ｇ

約26,925 ｇ

約42,226 ｇ

約100,991 ｇ

約212,800 ｇ

約9,162 ｇ

約39,847 ｇ

平均＝約46,105g

0
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湿地全体の推定重量の移り変わり

出水

約20,526 個体

約34,237 個体

約29,016 個体

約6,412 個体

約3,706 個体
約10,453 個体

約93,015 個体

約64,485 個体
約82,892 個体

約34,108 個体

約187,231 個体

約356,084 個体

約25,310 個体

約69,789 個体

平均＝約72,662個体

0

100,000
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400,000
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湿地全体の推定個体数の移り変わり

出水

湿地全体の
推定生息数

湿地全体の
推定重量
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十勝川相生中島上流 アイヌ文化体験（ゴザ用のガマ採取）

ガマの刈取体験 乾燥させたガマ

ガマで編んだゴザ

帯広工業高校1学年：測量実習に関するアンケートより

1 川で実習をしないとわからないことがたくさんありました。これからの実習に生かします。

2 今回は色々と準備してくれて貴重な話を現場の方々に聞くことができたので、これからの自分の成長の糧にしたいと思います。

3 初めて学校以外で測量し、様々なことを学べたし、学校でやる測量とは違う楽しさがあり、1回しかやることはできなかったけど、また機会があればぜひやりたいと思った。

4
初めての体験でとても楽しかったです。学校での実習とは違い、とても難しく、かなり苦戦しました。
座学でも身近で起こっていることなどを細かく教えていただきとてもわかりやすかったです。今後の実習などに生かしていきたいです。

5 実際に測量をしてみて、実習の時（学校での）の反省などを生かしながらデータ化する値を自分たちの力で測ることの難しさを実感しました。

6 初めての環境学習ということで、少し戸惑う場面もあったが楽しくできた。来年以降も学習があるということなので、少しでも自分の将来に繋げられたと思う。

7 実際の現場で測量をしたことがなかったので、とてもいい経験ができました。測量した結果を自分達で結果の計算までできて良かったです。

8 上手に測量はできなかったが、とても貴重な経験ができたと思います。

9 今回の川の測量はいつもとは異なった地域・環境で普段の実習では経験できないような体験をさせていただきました。

10 測量した時、本当に勉強になったので嬉しかったです。この経験をこれから生かしていきたいです。

11 1年生を通して、「環境」について良く学べたと思います。授業ではどうしても補えない部分や生物、植物についてたくさん学ぶことができました。

12 とてもわかりやすく教えていただいたので、楽しく勉強することができました。

13 学校でも測量は行っているが河川測量は、いつもの測量よりも少し難しい面もありましたが、たくさん学べることもあったので、とても良い経験になりました。

14 フラッシュ放流をする意味を知って、とても大事なことだと思いました。また、このような事業の役に立ててとても嬉しいです。

15 樹木がたくさんあったほうがいいと思っていましたが、そうではないことが知れて良かった。

16 学校ではなく、実際現地で測量することはとても貴重な経験になりました。学校では習っていないことも話していただいたので、とても勉強になりました。

17 環境学習で、フラッシュ放流のやる意味や取り組みに関わることができて、環境・土木というもを知れた気がしました。こういう事業に関われることは、とても恵まれているなと思います。

18 説明がわかりやすく、測量も楽しかったです。土木に対しての興味が強くなりました。

19
説明が分かりやすく、川やダムの役割について詳しく学ぶことができ、自然をどう守るかなどに対して興味を持つことができたので良かったし、
自分たちでもどうするかなど考えていくことが大切だと感じました。

20
たくさんの人々の協力があり、この事業が成立していることに対して人々の交流もでき良い環境づくりにも取り組んでいけるので、
一石二鳥であり、とてもいい事業だと感じ、ぜひ機会があれば将来この事業に取り組みたいと思った。

21 今回の札内川の測量が初めてだったんですが、関係者の人々が分からないところをすごく優しく教えてくれてとても助かりました。次の機会も楽しみになりました。

22 実際に川で横断測量をして、学校でやる実習とは違って現地だと手こずったところも多かったが、とても良い体験ができた。

23 実際に川に言って測量をしてみて、結果を出してみて、自分が学校の実習で間何度ことを活かせたし、とても良い経験が出来ました。

24
三年で川がこんなに変化すると思いませんでした。また僕たちが測量したことにより、川に変化をもたらすことがあるのかなと思い、少し期待しています。
とてもいい経験になりました。
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